
 

 

 

 

 

平成 26年度 横浜市立みなと赤十字病院の 

指定管理業務実施状況の点検･評価結果について（概要） 

 

横浜市立みなと赤十字病院は、平成 17 年４月の開院当初から日本赤十字社を指定管理者として運

営しており、横浜市では毎年、基本協定及び基準書等に基づいて、指定管理業務の遂行状況について

点検・評価を実施しています。 

 

  １ 全体評価  《冊子１～２ページ》 

  政策的医療の実施については、救急医療において、引き続き救急車搬送による受入患者数が全

国トップクラスであり、救急受入数は増加しています。 

また、産科・周産期医療においては積極的な分娩の受入れに努め、分娩件数が増加するなど、

着実な取組が認められています。 

  指定管理者独自の取組については、がん診療に関して、地域がん診療連携拠点病院として４年

間の指定更新を受けたほか、５大がん（胃がん、大腸がん、乳がん、肺がん、肝臓がん）につい

て地域連携クリティカルパスの取組を進め、平成 26 年度からは新たに前立腺がん地域連携パス

の運用を開始しました。 

  みなと赤十字病院の収支に関しては、前年度と比べて増収減益となったものの黒字を維持して

おり、引き続き安定した経営が行われていることを確認しています。 

  平成 26年 12月 17日に救急搬送された患者様が、心肺停止となり、その後低酸素脳症により

意識を回復しないまま、平成27年２月20日に死亡する事案が発生しています。みなと赤十字病

院では、医療事故の発生を受け、事故調査委員会を設置して原因を究明するとともに、再発防止

に向けた取組を進めています。 

 

 ２ 項目別評価  

（１）診療に関する取組（基本協定第13条）《冊子２ページ》 

   基本協定に定める診療科目を含む36診療科を設置・運営し、入院延べ患者数194,773人（１日

平均534人）、外来延べ患者数281,169人（１日平均1,152人）の実績をあげました。 

【分娩件数：1,071件（前年比 +113件）】 

（２）検診に関する取組（基本協定第14条）《冊子３ページ》 

横浜市から受託した「がん検診」や「健康診査等の検診」については、5,998件の検診を実施 

しました。 

（３）政策的医療に関する取組（基本協定第15条）《冊子３ページ》 

「断らない救急」を基本とした積極的な救急医療への取組をはじめ、アレルギー疾患や精神科救

急などの政策的医療を継続的かつ着実に提供しています。 

【救急車搬送受入患者数：12,701人（前年比 +1,118人）】 

【救急車受入率：99.6%（前年比 +0.8%）】 
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（４）地域医療全体の質の向上に向けた役割に関する取組（基本協定第16条）《冊子５ページ》 

  地域医療支援病院として、地域医療機関との役割分担の推進や医療連携、医療機器の共同利用

を実施したほか、市民の健康増進を目的とした「みなと市民セミナー」を継続開催しています。 

  平成26年 12月 17日に総胆管結石による胆管炎、膵炎で救急搬送された患者様が、内視鏡処

置後に心肺停止となり、その後低酸素脳症により意識を回復しないまま死亡する事案が発生しま

した。この件に関して事故調査委員会を設置し、原因究明と再発防止に向けた取組を検討してき

ました。  

 その結果、内視鏡処置の適応や手技には問題はなかったものの、処置中の患者に対する観察や

診療科内での連携が十分でなかったことが明らかになりました。 

そのため、再発防止策として、重篤な状態の患者に対する体制や検査・処置中の全身状態モニ

ター機器の整備、予期しない事態が起こった場合の当直医への報告体制や教育体制構築の必要性

が求められました。 

これらのことを踏まえ、指定管理業務の基準書に定める 

 ① 安全管理マニュアル及び業務手順書を部門ごとに作成すること 

 ② 患者の診療、医療用設備・機器の取扱等、安全管理に関する体系的研修を継続的に実施す

ること 

の２項目については、26年度の時点では、「実施しているが基準を満たしていない（＋△）」と

評価しました。 

なお、その後、２項目については、これまでの部門ごとのマニュアルに加えて、新たに内視鏡

重症症例マニュアルを整備し、重篤な状態の患者に対する内視鏡処置に関する体制整備や研修が

実施され、改善されていることを確認しています。 

（５）利用料金に関する取組(基本協定第17条)《冊子６ページ》 

入院・外来収益などの利用料金を規定に則って収受しています。 

（６）施設、設備等の維持管理、管理の原則及び施設等の改良、改修及び保守・修繕に関する 

取組（基本協定第18条、19条、20条）《冊子６ページ》 

必要な有資格者を配置するなど、施設等の維持管理が適正に行われています。また、改良・改

修工事の実施に当たっては、本市との協議・承認を得て実施しました。 

（７）物品の移設及び物品の管理に関する取組（基本協定第21条、22条）《冊子７ページ》 

引き続き、適正な管理がなされています。 

（８）目的外使用に関する取組（基本協定第23条）《冊子７ページ》 

横浜市病院経営局公有財産規程に基づく使用許可申請を適正に行いました。 

（９）受託研究に関する取組（基本協定第24条）《冊子７ページ》 

   治験審査委員会や臨床試験管理センターを設置して、適正に取り組んでいます。 

（10）院内学級に関する取組（基本協定第25条）《冊子７ページ》 

   引き続き、院内学級の運営に協力しています。 
 

 ３ 点検・評価の結果  

点検・評価項目数 「○」とした数 「＋△」とした数 

129 127 2 

 【実施状況の凡例】○：実施、＋△：実施しているが基準を満たしていない、－△：実施に向けた準備中、×：未実施、－：該当なし 
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